
６2022年（令和4年）8月31日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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第1320号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
▽
日
程
　
９
月
８
日
（
木
）

正
午

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル 第

回
議
員
例
会

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
常
議

員
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
当
所
の
第

期
議
員
選
挙
選
任
の
日
程
に
つ
い
て
、

ま
た
終
了
後
に
開
か
れ
た
正
副
部
会
長
会
議
で
は
、
業
種
別
で
構
成
さ
れ
て
い
る
８
つ

の
部
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
２
号
議
員
の
選
任
定
数
の
割
当
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

インボイス制度の概要に

ついて説明する中島氏

部会定数割当などを決定した正副部会長会議

夕日の中、来場者全員で乾杯した

オープニングイベント

脱炭素社会や共創の場について説明した研修会

　
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定

試
験
の
申
し
込
み
を
９
月
１
日

（
木
）
か
ら

月

日
（
月
）

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
試
験
日
は

月

日
（
水
・

祝
）
で
、
会
場
は
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
す
。

　
受
験
希
望
の
方
は
、
当
所
窓

口
や
ウ
ェ
ブ
か
ら
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で

申
込
書
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

窓
口
申
し
込
み
以
外
の
方
は
申

し
込
み
後
、
指
定
の
口
座
に
受

験
料
（
５
０
０
０
円
・
税
込
）

を
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

　
ま
た
、
公
式
テ
キ
ス
ト
（
２

８
０
０
円
・
税
込
）
の
販
売
・

発
送
も
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

あ
す
か
ら
申
込
受
付
開
始

北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定

　
令
和
４
年
度
後
期
分
の
会
費

に
つ
い
て
ご
案
内
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ご
納
入
の
際
は
、
お
送
り
し

た
納
付
書
を
９
月

日
（
木
）

ま
で
に
当
所
の
窓
口
、
ま
た
は

お
近
く
の
金
融
機
関
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
自
動
振
替
の
場
合
は
、

９
月

日
（
木
）
が
引
き
落
と

し
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
件
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
や
自
動
振
替
の
お
申
し
込

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
所
総

務
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

会

費

納

入

の

お

願

い
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当
所
で
は
『
基
礎
か
ら
学
ぶ

！
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
と

事
前
準
備
』
セ
ミ
ナ
ー
を
９
日

（
火
）
に
開
催
し
、

人
が
参

加
し
た
。

　
講
師
に
中
島
典
子
税
理
士
事

務
所
の
中
島
典

子

代

表

を

招

き
、
令
和
５
年

月
か
ら
導
入

さ
れ
る
消
費
税

の
適
格
請
求
書

等

保

存

方

式

（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
の
基
礎

的
な
内
容
や
仕

組
み
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
中
島
氏
は
「
制
度
を
理
解
し

て
い
な
い
と
、
納
税
や
取
引
な

ど
で
不
利
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
た
め
、
知
識
を
身
に

付
け
備
え
て
欲
し
い
」
と
話
し
、

備
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
自

社
が
制
度
へ
の
対
応
で
ど
の
段

階
に
い
る
か
、
売
り
手
・
買
い

手
で
ど
の
よ
う
に
対
応
が
変
わ

る
か
な
ど
を
把
握
し
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
感
を
も
っ
て
準
備
す
る

こ
と
が
重
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　
当
所
で
は
今
後
も
制
度
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

。。。。。
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当
所
の
釧
路
地
域
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
会
（
会
長
・
志
賀

功
商
事
部
会
長
）
は

日
（
木
）

に
研
修
会
を
開
き
、
研
究
会
の

会
員
や
当
所
議
員
、
部
会
評
議

員
ら
約

人
が
出
席
し
た
。

　
当
研
究
会
は
商
事
・
工
礦
業

・
運
輸
交
通
部
会
が
合
同
で
設

置
し
た
も
の
で
、
活
動
の
一
環

と
し
て
北
海
道
大
学
が
代
表
機

関
を
務
め
る
『
共
創
の
場
形
成

拠
点
』
事
業
に
参
画
し
、
こ
れ

ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
正
副

会
長
を
中
心
に
活
動
し
て
き

た
。

　
今
回
は
同
事
業
な
ら
び
に
脱

炭
素
社
会
、
地
域
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
研

究
会
会
員
含
め
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
同
大
学
ロ
バ
ス
ト

農
林
水
産
工
学
国
際
連
携
研
究

教
育
拠
点
の
石
井
一
英
代
表
と

（
国
研
）
物
質
・
材
料
研
究
機

構
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
材
料
研

究
拠
点
独
立
研
究
者
の
阿
部
英

樹
氏
を
招
き
講
演
し
た
。

　
講
演
で
石
井
氏
は
、
２
０
５

０
年
の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
現

在
は
準
備
期
間
で
あ
り
、
具
体

的
な
デ
ー
タ
集
め
や
仲
間
づ
く

り
が
必
要
と
提
言
し
た
。

　
ま
た
共
創
の
場
で
は
、
世
界

が
抱
え
る
環
境
や
貧
困
、
食
料

難
な
ど
の
問
題
解
決
の
核
を
つ

く
る
た
め
、
ま
ず
は
地
域
の
課

題
を
解
決
し
つ
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
を
地
産
地
消
で
き
る
分

散
型
社
会
を
目
指
し
て
い
る
と

説
明
。
釧
路
地
域
も
実
証
実
験

の
候
補
地
と
な
っ
て
お
り
、
石

井
氏
は
「
地
域
の
皆
さ
ま
も
主

役
と
な
り
一
緒
に
取
り
組
み
た

い
」
と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
続
い
て
阿
部
氏
は
『
メ
タ
ン

・
二
酸
化
炭
素
混
合
ガ
ス
か
ら

の
ク
リ
ー
ン
水
素
製
造

：

バ

イ
オ
ガ
ス
へ
の
展
開
』
と
題
し
、

同
研
究
の
当
地
域
で
の
活
用
に

つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
交
え
講
演

を
行
っ
た
。

　
当
研
究
会
で
は
新
入
会
員
を

随
時
受
け
付
け
て
い
る
。
お
問

い
合
わ
せ
は
当
所
振
興
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
へ
。

　
当
所
は
旧
釧
路
市
に
事
業
所

を
持
つ
商
工
業
者
が
会
員
と
な

り
構
成
さ
れ
る
地
域
総
合
経
済

団
体
で
、
地
域
の
商
工
業
や
社

会
の
発
展
に
向
け
て
活
動
し
て

お
り
、
選
挙
な
ど
で
選
任
さ
れ

た

人
の
議
員
が
会
員
を
代
表

し
て
当
所
活
動
に
参
画
し
て
い

る
。

　
本
年
度
は
３
年
に
一
度
の
役

員
・
議
員
の
改
選
期
と
な
っ
て

お
り
、

日
に
行
わ
れ
た
第
２

回
常
議
員
会
で
選
挙
の
選
任
日

程
、
正
副
部
会
長
会
議
で
は
部

会
か
ら
選
出
さ
れ
る
２
号
議
員

の
選
任
定
数
の
割
当
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

　
２
号
議
員
は
業
種
別
で
構
成

さ
れ
て
い
る
部
会
か
ら
選
出
さ

れ
る
議
員
で
、
業
界
を
代
表
し

て
声
を
上
げ
、
当
所
活
動
へ
つ

な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
各
部
会
に
割
り
当
て
ら
れ
た

定
数
は
、
商
業
部
会
７
人
、
商

事
部
会
１
人
、
理
財
部
会
２
人
、

水
産
部
会
１
人
、
工
礦
業
部
会

３
人
、
建
設
部
会
７
人
、
運
輸

交
通
部
会
２
人
、
観
光
サ
ー
ビ

ス
部
会
５
人
で
、
９
月

日

（
火
）
か
ら

月
５
日
（
水
）

に
開
か
れ
る
各
部
会
総
会
に
お

い
て
、
会
費
持
口
数
１
０
０
口

以
上
の
各
部
会
員
の
中
か
ら

人
の
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ

る
。

　
な
お
、
今
後
は
９
月

日

（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
１
・
２

号
議
員
総
会
を
開
催
し
、
３
号

議
員
（
定
数

人
）
を
選
任
す

る
。

　
ま
た
、
１
号
議
員
（
定
数

人
）
は
、
全
会
員
と
特
定
商
工

業
者
の
投
票
に
よ
り
選
ば
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
１
号
議

員
の
選
任
は
、
９
月

日
（
木
）

に
選
挙
の
告
示
を
行
い
、

月

日
（
土
）
に
立
候
補
が
締
め

切
ら
れ
る
。

　
投
票
は

月

日
（
木
）
に

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行

わ
れ
、
即
日
開
票
に
よ
り
選
任

す
る
。

　
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た

後
、

月
１
日
（
火
）
に
臨
時

議
員
総
会
を
行
い
、
正
副
会
頭

ら
役
員
が
選
任
さ
れ
る
。

　
第

回
目
を
迎
え
て
新
た
な

名
称
と
な
っ
た
『
釧
路
ヒ
ア
ガ

ー
デ
ン
』
が

日
（
金
）
よ
り

釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
ぬ
さ

ま
い
広
場
に
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
会
場
に
は
多
く
の
市
民
や

観
光
客
が
訪
れ
、
冷
涼
な
気
候

と
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
景
観
の
な

か
で
ビ
ー
ル
や
ご
当
地
グ
ル
メ

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
本
事
業
は
、
釧
路
た
の
・
う

ま
・
ベ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
釧

路
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
協
議
会
（
栗

林
定
正
大
会
長
）
が
主
催
、
当

所
青
年
部
が
実
行
委
員
会
（
吉

田
勝
幸
実
行
委
員
長
）
を
務
め
、

市
民
に
夕
日
や
幣
舞
橋
な
ど
の

リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
景
観
や
釧
路

の
涼
し
さ
、
食
文
化
と
い
っ
た

魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
街
に
誇
り
を
持
つ
〝
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
〞
の
醸
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で

は
吉
田
実
行
委
員
長
が
「
コ
ロ

ナ
禍
で
落
ち
込
む
釧
路
の
経
済

だ
が
、
何
回
で
も
乾
杯
を
し
な

が
ら
、
街
に
輝
き
を
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

来
賓
の
蝦
名
大
也
釧
路
市
長
は

「
他
の
地
域
に
は
無
い
釧
路
の

財
産
で
あ
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の

景
観
を
見
な
が
ら
素
晴
ら
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ま
た
栗
林
大
会
長
は
「
釧
路

は
涼
し
さ
を
裏
切
ら
な
い
地

域
。
残
り
少
な
い
釧
路
の
夏
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
、
大
会
長
の
発
声
に
よ
っ

て
来
場
者
全
員
で
乾
杯
を
行
っ

た
。

　
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
９
月
３
日

（
土
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
（
営

業
時
間
午
後
５
時

分
か
ら
同

８
時
ま
で
）
。
実
施
イ
ベ
ン
ト

や
出
店
者
の
情
報
は
同
事
業
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て

い
る
。

　
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
当
所
総
務
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
１
ま
で
。


